
供血着発  
遡及の場  
合の供血  
吉保管検  
体（抗原、  

抗体、  
NAT）（投  

与時点）  

同一供血  
者製剤傾  
用※  

合の供血者の検査  
供血着発遡及の場  価  投与前検査 （年月）  日赤投与前  検査  日赤投与後  検査  受血者個別 NAT  献血者個別 NAT  併用血液 製剤等  同一供血者製剤 確保※  感染症 等転帰  

投与後検査（年月）  備考  

輸血によるHBV感染報告例（疑い例を含む。）  

供血者陽性事例  

患者検体と献血者  
検休（HBV陽性保管  
検体）とでPreS／S領  

域を含むP領域の前  
半部の1550bpの塩  
基配列を比較したと  
ころ、献血者検欄で4  

箇所に塩基の混在  
があり、混在箇所で  
は患者検体でそのう  
ちの1塩基が存在し  
た，その他の箇所は  

すべて一致したフ献  
血者と患者のHBウ  
イルスはGenotypeB  
で塩基配列から  
S」仇押eはadwと推  
定した。   

HBsAg（－）  

（08／02）  

HBV－DNA（＋）  

HBsAgく＋）  

H［lsAb（－）  

HB8Ag（＋）  

HB8Abト）  

HBcÅb（＋）  

IgM一日BcAb（＋）  

（08′′04）  

HBsAg（－）  

（07／′11）  

HBsAb（－〉  

HBcAb（一）  

（08／01）  

保管検体2本  

について1本は  

HBV－DNAト）、  

1本はHBV－  

DNA（＋）  

陽性となった当該輸血  
用血液と同一採血番  
号の製剤として、1本  

の新鮮凍結血祭－しR  

があり、確保腐み1  

2本の新鮮凍結  
血祭－LRを製造。  

新鮮凍結血祭一  
LRはすべて確保  
済み。  

人赤血球濃厚液一 LR  循環器 疾患  B型肝 炎  
陰性（輸血前） 陽性（輸血後）  

A
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りBV－  

DNA⊥  

HB5AFて－  

HE）5Ab－  

HBcAb－  

08 DI  

HB＼／－  

DNA、＋  

HBsA巧′十  

HBsAb′－  

H［icAb【  

D8〔）5  

HBsA武一）  

HBsAb（－）  

H8cAb（－）  

（07′′’05）  

HBsAg（－）  

（07ノノ10）  

HBsÅよ－）  

（08／01〉  

HBsAよ◆〉  

HB8Ag（◆〉  

（08／05）  

4本の原料血紫を  
製造。原料血柴  
は全て確保漬  

人赤血球濃厚液－ LR 人血小板濃ヰ液  

全部H8＼ト  
保管検体4本  DNA  

8型肝 炎  血液睡 庵  
蔦性輸血前  
場性′輸血後  

ングリコー  
ル処理人  
免疫グロブ  ポリエチレ    リン  

HBsAgく－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（07／11）  

6本の原料血緊を  
製造。原料血幣  
ははすべて確保  
済み。  

ご本の新鮮凍結  
血策血賢一LRを  

製造り新鮮凍結  
血祭血祭－LRは  
すべて確保済  
み（  

保管橋体6本  
全部HBV－  

DNA（一）  

人血小板濃厚雇  
（放射線照射）  血液疾 患  B型肝 炎  HBV－DNA（十〉 （08．／05）  07／11－ 08／02  

貰性輸血前  
陽性輸血後  

HBsAg（十〉  

HBcAbト）  

（08′／02）  

HBsAg〈＋）  

H8cAbし＋ノ  

（08／′05）  

全部HBV－  

保管検体2本  DNA「－1  

人赤血球濃厚液  
（放射線照劇ナLR  血液幡 痔  B型肝 炎  

H8sAg（－） （06′・5）  

陽性′輸血後  
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供血着発  
遡及の場 合の供血  

者保管検  
体（抗原、  

抗体、  
NAT）（投  

与時点）  

合の供血肴の検査  
供血者発遡及の場  値   

者製剤倭  
同一供血  用※  窓染症 等転帰  同一供血者製剤 確保※   後   献血者個別 NAT  

併用血濯  
製剤等  日赤投与前  検査  日赤授与  検査  投与前検査 （年月）  

備考  投与後検査〈年月）  

HβV一口NAr◆†  

HBsA虞＋）  

HBsAb（－）  

HBcAb（＋）  

HBeAよ一）  

HBeAb（一）  

（08′05）  

HB～Ag〈－）  

HBsAbこ－〉  

HBcAb（－）  

〈07（光）  

H8sAg：十〉  

HB～Abト）  

（0707）  
」巨 ｛一  

」巨A〔 
り1  

HBV－DNA（十）  

HBsAg：＋）  

HBsAb（－）  

HBeAd＋〉  

HBeAb（－  

IgM－HBcAb（－〕  

（08 6）  

人血小坂濃躍液  
（放射線照射）  

人赤血球濃厚雇  
（放射線照射）一しR  

T十号もT喜 丁立山1書 き守ir ㍑∵≠〉ぎ宥乍1  

08 04－  

05  
保管検体12本  
号訂HBV－NAT  

実施予定  
H白sAb（）  

HBsAg（一）  （0803）  

血射手 与  B型肝 炎  

現一丁 輸：誉イ号  

HBV－  

DNA（＋1  

HBsAgト、  

HBsAbト）  

HBcAbト）  

（07 0ti）  

HBV－  

DNA（＋）  

HB5Ag（＋〉  

H白sAb（一）  

H白cAb（一）  

（080（；）  

乾燥スル  
ホ化人免  
疫グロフリ  
ー／  

ポリエチレ  
ングリコー  
ル処理人  
免疫グロブ  
リン  

人血小板濃厚壊  
し放射線照射）  

人赤血球濃厚濱  
（放射線照射トLR  

7本の原料血簗、  

1本の新鮮凍結  
血祭一LRを製造  

曾訝H〔！∨－  

保管検体8木  DNAこ－）  

苛隼 弓誠皿再  

輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  

H【）∨－  

DNA（－〉  

H8sAg（－）  

H【isAb（－）  

HBcAb（＋）  

（081  

HBV－  

DNAこ1  

HBsAg（一）  

HBsAbト1  

HBcAb（一）  

（0802）  

H8V→DNA〈－   

HBsAg′－ 

08′ 5  

HBV－DNA 

HBsAgし－ 

HB＄Ab（－ 

HBcAb（－ 

OB 06 

2本の原料血清を  
製造っ原料血策  
は全て確保済  
み、  

4本の新鮮凍結  
血祭血賢一」Rを  

製造，新鮮凍結  
血紫血弊－」Rは  

すべて確保済  
み 

DNA（一）  保管検体2本 堂計HBV－   HBsAg（－） HBcAb（－） （0712）  

人赤血球濃厚液－ LR  

B型肝  
炎  篭1宝 輪血軒 ′竺†竺 輸血筏  ．単‡t芸 ｝三重  

H【iV一口NA（＋ノ  

（0805）  

（0712 

HBsAb【－）  

HBcAb、－）  

HBsAgト） 1   し08 02j  

Aト）  保管検体4本 土軒HBV一 品  外傷・芸 且；朴† 笹†吉禿  

人赤血球濃厚液  
（放射線照射トLR  

B型肝  
炎  

HBV－DNA（＋）  

（08′礪）  ▲≒1宝 輪皿扇丁 嵩1空 手針m†t  

■二■▲ ，  

陽転未確認事例  

HBsAg、＋）  

（08′′〔裕 

HBeAg＋）  

HBeAbし－〉  

IgM－HBcAb（＋ 

（08 ぢ 

HBsAd－）  

H日sAb（十）  

HBcAb（十）  

（06′01）  

HB5Ad◆1  

HBsAb（◆1  

HBcAb（＋）  

（08．6）  

人赤血球濃厚凄  
新鮮凍結人血繋ト LR  （放射線照射）－LR  

保管検休33本  
についてHBV－  

NAT実施予定  

キミ外†  
汁儒・竪  千「書手蚤  

HBV関連検査  
実施予定  

B型肝  
炎  H【∋sAgr－、 （0710J  

保管検体6本  
についてH臼∨一  

NAT実施予定  

HBV関連検査  
実施予定  B型肝 炎  HBsAgト1 （05 08〉  

Lm葎巧 ■t  05 08－ 1ご  
人赤血球濃厚雇  

輸血によるHCV感染報告例（疑い例を含む。）  

供血春陽性事例       I l  
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供血着発  
遡及の場  
合の供血  
吉保管欄  
体（抗原、  

抗体、  
NAT）（投  

与時点）  

合の供血者の検査  
供血着発遡及の場  価  同一供血 看製剤使 用※  同一供血舌製剤 確保劇  

感染症  
等転帰  日赤投与前  検査  

日赤投与後   
検査  受血書個別 NAT  献血者個別 NAT  併用血液 製剤等  投与後検査（年月）  備考  

陽転事例  

輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  

7本の原料血緊を 製造っ原料血祭 は全て確保済  

腎・泌尿 器系疾 患  人赤血球濃厚液  
（放射線照射）－しR  

陽性（輸血前）  

陽性（輸血後）  

HCV－Ab（－）  

（08／（沌）  

HCV－RNA（＋）  

HCV－Ab（－〉  

（08ノノ（裕）  

保管検休3本  
全部HCV－  

RNA〈一）  乾燥漂縮 人アンヨニト コンビン  人赤血球濃厚液－ LR  ′削ヒ器 腫療  C型肝 炎  
陽性こ輸血前  
陽性輸血後  HCV－Ab（－） （08．／′02）  

陽転未確認事例  

査  
人赤血球濃厚液  
（放射線照射）－LR  

新鮮凍結人血紫  

HCV関連検  
実施予定  A－ 0800039〔1  

人赤血球濃厚液  
（放射線照射）  

2本の原料血栄を  
製造。  

3本の原料血賛、  

1本の新鮮凍結  
血祭－LRを製造。  

原料血矧ま使用  
の有無を調査  
中。新鮮凍結血  
祭－LRは確保済  
み。  

1本の原料血策を  
製造っ原料血祭  
は使用の有無を  
調査中 

人赤血球濃厚液－  

新鮮凍結人血常  LR 人血小坂濃厚液  

HCV－Ab（－）  

（07ノ′′11）  

HCV－Ab－  

0712  

についてHCV－  

査  
HCV関連検  
実施予定  循環器 疾患  C型肝 炎  HCV－Ab（＋） （08．0（；）  

（08／〔裕）  

HCV－RNA（＋〉  

（08′／（裕〉  

HCV－Ab－  

HCV－Abト）     08 06  

保管検体1本 についてHCV－ NAT実施予定  

人血小坂濃庫雇  
（放射練照射）  

血ノ硬腫 瘍  C型肝 炎  

HCV関違検雇  
実施予定  

輸血によるその他ウイルス感染報告例（疑い例を含む  

該当症例なし  

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）          † lI l  】   1      l  
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供血者発  
遡及の場 合の供血  

吉保曹操  
体（抗原、  

抗体、  
NAT）（投  

与時点）  

供血着発遡及の場  
合の供血者の検査  
価   

同一供血  
古製剤闇  
用※  感染症 等転帰  同一供血舌製剤 確保※  献血者個別 NAT  併用血液 製剤等  日赤投与後  検査  受血書個別 NAT  投与前検査 （年月）  日赤投与前  検査  備考  投与後検査（年月  

被疑某採血4日目の  

照射濃厚血小敵1本 

本症例は2∝は年5月2  

日に副作用名「ショッ  
ク」として什報入手し30  

日報告の華償を進め  
ていたが、5月7日に細  

菌感染も疑われるの  
で関連項目を調査して  
ほしいという追加情報  
入手のため、感染症  

症例として報告 
調査惰撃ちギ 
づ匡＿ 
輸血ユ守一て’、L打撃暫  

1∵‾彗‘ラ  

コ1ノー・「←1皇．） 

被疑菓採血4日目の  

照射濃厚血小板（1本 
調査精華三千 
当医〔∴絹牽誓壬  
輸血皿諾√－∫ノr）三軍瞥  

ニーl 一章7    ▲一  

＝1ン」†、一旦 

非溶血性副作  
用関連検査実  
施っ  
抗血幣タンパ  
ク箕抗体検  
壬抗セルロ7【ラ  

スミン抗体陽性  
（輸血斬）  

血祭タンパク  
質欠損検査  
欠損なし  

輸血開始後35分  
でBP95 45、SaO2  

93＼  

40分後BP83′45  

SaO293′－95㌔  

院内にて実施の  
愚書血雇培養は  
陰性  

投与中止の当  
該製剤（1本）  

による細菌培  
養試験を実  
施、陰性  

一本の原料血祭を  
製造。原料血祭  
は確保済み、  

人血小板濃厚腐  
（放射線照射）  

血頂特  
軍  

非溶血性別作  
用関連検査実  
施，  

抗血幣タンパ  
ク貰抗体検  
査陰性  
血幣タンハク  
質欠損検査  
欠損なし  

非溶血性別作  
用関連検査実  
施 
抗血祭タンパ  
ク質抗体検  
査院性  
血祭タンパク  
賞欠損検査  
欠損なし  

輸血開始後50分  
で、全身性革麻疹  
出現っ輸血中止「  
患者血液培養は  
未実施「  
院内にて患者エン  
ドトキシン検査実  
施 箋†亨  

輸血開始後1時間  
で、発熱378Cc－  
40Cc  
8P140mmHg－・  
210mmHg  
P70 mln一  
†341¶ln  

院内にて患者血  
液培養実儒、Bac  
嗣us cereusを  
同定 

投与中止の当  
該製剤（1本）  

による細菌培  
兼試験を実  
施、陰性 

HJA：放射線照  

人血小坂濃厚液  射ニ  
1本の原料血祭を  
製造，原料血祭  

は確保済み、  
皿巧巧 車  

被疑菓採血13日目  
の照射赤血球濃厚液－  
LRrl本 
調査結果を受けて．担  

当医より「副作用・感  
染症と輸血血液との因  
果関係なしと考える．」  

とのコメントが得られ  
た 

被疑美保血18日目  
の赤血球濃厚液－  

LR〈1本）  

2008年5月12日に副作  
用名「悪寒」として†★報  
入手し、30日報告の準  

備を進めていたが、5  

月13日に愚者血雇培  
養より細菌が検出され  
たという追加情報を入  
手し、細菌感染も疑わ  
れるとの担当医の見  
解が得られたため、感  
染症症例として報告 
調査結早をデ」‾†E  
当医J「副咋守・柁  
婆注ご輸血血荏－′乃［テ  

草間頂こ㌔ 二薯 
グ：二1 －一 点 

投与中止の当  
該製剤（1本）  

による細菌培  
養試験を実  
施」陰性「  

1本の原料血祭を  
製造「原料血緊  
は確保済み、  

人赤血球濃厚雇  
放射櫻照射卜しR  

呼吸器  
婦†妄  

輸血後、発熱  
3（；8⊂c・・→392Cc  

悪寒、血圧若干低  
下、頻脈1  

院内にて患者血  
液堵壬実施，嫌気  

性グラム陰性菌を  
検出「菌の同定で  
きずっ当該製剤の  
セグメントチューブ  
を用いた血液培養  
は陰性「  

］巨石血1竺呂＝イ乍  

司関連材査羊  
こヽ  
t克エ1得う㌧ 

ワ琶抗体洋  
書ざ箋性  
血竺きフノ‥〔  
雪穴積年看  
て博1 

投与中止の当  
重奏製剤（1本 

による細菌培  
養試♯を実  
施「篭l三  

1本の原料血紫を  
製造 原料血祭  
は確保済み 
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供血者発  
遡及の場 合の供血  

吉保管検  
体（抗原、  

抗体、  
NAT）（投  

与時点）  

合の供血看の検査  
供血舌発遡及の場  値   同一供血 看製剤使 用簸  感染症 等転帰  併用血液 製剤等  同一供血者製剤 確保※  日赤投与前  検査  日赤投与後  検査  受血者個別 NAT  献血者個別 NAT  

備考  投与後検査（年月）  

幹細胞移植1時Ⅶ  
後輸血、発熱38  

3Cc悪寒、動悸〔  

院内にて愚者血  
液培養実施、グラ  
ム陽性球菌検出7  
Entl∋rOCOCCuSこ  

80C■umと同定され  

た。  

非溶血性副作  
用関連検査実  
施。  
抗血祭タンパ  
ク質抗体検  
査陰性  
血幣タン／くク  

貫欠損検査  
欠檎なし，  

被疑稟採血9日目の  
照射赤血球濃厚液－  

LR（1本）  

調査結果を受けて 千旦  
当医よLJ「Ⅶ菌感染と  

輸血血雇との因果関  
係なしと考える」との  
コメントが得bれ丁二  

投与中止の当  
該製剤（1本）  

による細菌培  
養試験を実  
施、陰性。  

1本の原料血祭を  

製造。原料血策  
は確保済み。  

人赤血球濃厚液  
（放射線照射）－LR  

血濠昭  
瘍  A－ 08【氾0171  

人赤血球濃厚  
液（放射線照  
射卜しR当該  
製剤のセグメ  
ントチューフで  
細菌蟻葺試験  
を実施、陰性。  
人赤血球濃厚  
液－LR投与中  
止の当該製剤  
による細菌培  
養試験を実  
施、陰性。  

被疑稟採血10日目の  
照射赤血球濃厚液－  

LR（1本）  

採血10日目の赤血球  
濃厚液－LR（1本）  

調査結果を受けて担  
当医より「細菌感染と  
輸血血液との因果関  
係なしと考える」とのコ  
メントが得られたっ  

非溶血性別作  
用関連検査痍  
施。  
抗血緊タンパ  
ク貫抗体検  
査陰性  
血幣タンパク  
賞欠損検査  
欠嬢なし  

360c台→38 90c  

院内にて愚者血  
液培養実施、  
Klebsle‖8  

pneumoni8eを同  

定  

製造。原料血幣  
は全て確保済  2本の原料血祭を   み，  （放射線照射）一LR  

人赤血球濃厚：夜－  
人赤血球濃厚液   LR  

2単位 2阜位  
肝・胆・ 瞳陣容  08．′′05 08′′05  A－ 08〔船0197  

被疑稟2本のう  
ち、1本につい  

ては同一採血  
番号の血祭（1  

本）で無菌試  

験を実施、適   

残る1本は投  

与中止の当該  
製剤（1本）によ  

る欄菌培養！式  

験を実施、陰  
性  

被疑薬採血16日目の  
照射赤血球濃厚液－  

LR（2本）  

調査結果を受けて．担  

当医よLJ「副作用・昏  

染症と輸血血液との因  
果関係なしと考える」  
とのコメントが得られ  

BT368Cc－  

38 5ロc  

院内にて悪者血  
液培養実施、  
Klebsle la 

pneulnOnlaeを同  

定  

疾患・消  

循環器  化器疾 患・血液 疾患  

2本の新魚羊凍結  
血欒血照一」Rを  

製造 新賠凍結  
血祭血蜂－」Rは  

全て確保済み  

人赤血球濃厚液  
（放射線照射トLR  A－ 08（X）0293  

該製剤（1本）  

による細菌培  
養試験を実施  投与中止の当    予定。  非溶血性副作 用関連検査実 施予定  

8T38 8Gc  
患者血培養は未  
実施。  

BT38 2亡c  
院内にて患者血  
培養実施 悟性  

被疑薬採血3日目の 照射濃厚血小板  

人血小板濃庫濱  
（放射線照射）  血：夜漂 寮  A－ 08（X）0381  

用関連検査属  
非溶血性別作  施予定  

グによる細菌  
培養！式験を実  使用済みバッ   施予定，  血液腫  

瘍  碩緑薫 採血3［＝∃『 鳶匡血／■、桁  A－ D80DD389  人血小坂濃厚液  

5／5  



、n戒20隼7」J15【1開催  
薬事・食品衛隼審議会  

運営委艮会雄＝＝賢料  

別紙  

【l本赤仁ノト社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的r1「て＼／20ブール＼∧′1、実施状況  

北海道赤卜字血液センター管内  

調査期間：平成17隼1月l［】～平成20年5月311】  

献血者数  ‖爪／－R＼A陽作  陽性率  

ト117．1～1118．2■：－1  341，174  45  1／7，582  

H18．3～‖20．5－・●∑   600，796  71  1／8，462  

合計  941，970  116  1／8，120  

＊l北海道センターにてN∧「Ⅰ、実施（AI」′l’高低、検査不合格検体も含む）  

＊2 血賠分画センターにて＼ノ＼′ll実施（AL「1「高値、検査イ、合格検体は除く）  

2．川三＼ノ′’－f～NA陽件献血者の内訳   

別添  

29   



別添  
2■ HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間＝2005年1月1日～2008年5月31日  

HEV抗体  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／し）  HEV RNA  問診 該当  喫食歴調査  遡及対象  

供給製剤   受血書情報  
IgM   IgG  ※1                     肉の種類   

2005／01／04   32   M   57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2  2005／02／07   38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13   41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2〔氾5／03／25   65   F   17  十   無  回答なし  無  

5  2（抑5／03／27   26   M   38  十   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2（刀5／04／10   54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2（力5／D4／15   59   F   16  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  2005／04／15   35   F   16  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 シレバ 半生  
ウー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

9  2〔旧5／04／20   25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉 シルモン 半生  
ウホ、ヒツジ精肉  十分加熱  有  感染なし   

10  2（旧5／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2∝〉5／06／07   42   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2∝）5／06／22   51   M   52  ＋   無  回答なし  無  

13  2（刀5／07／03   58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2（カ5／07／05   22   M   23  ＋  ＋   無  回答なし  無  

15   2（氾5／07／05  38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  02005／07／13   24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ精肉  生  
17  2005／09／02   33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 レバ 半生  
ウシー、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

19  2005／09／20   42   M   3l  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（Hけ11．1運営委員会報告済み）   

20  2005／09／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

21  2005／10／21   41   M   12  十   無  回答なし  無  

22  2∝15／10／25   44   F   38  ＋   十   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2〔旧5／11／07   30   F   21  ＋   半生  無  ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  
24  2（カ5／11／07   31   F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2〔旧5／11／20   28   M   47  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウマ精肉 ブルモン 生  
タホ、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

26  2（カ5／11／29   35   F   333  十   ＋   十   有  回答なし  無  

27  2（旧5／12／13   42   M   30  ＋   有  ウシ精肉、ヒツジ精肉 不明レバ 半生  
ー、ブタ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13   30   M   ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  HEV感染（H18．01．26運営委具会報告済み〉   

29  2005／12／22   62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27   42   F   14  ＋   無  回答なし  無  

」  、   



H∈∨抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  該当  喫食歴調査  遡及対象  

供総製剤   受血書情報  
IgM   IgG  

RNA   
※1                     肉の種類   

31  2∝嶋′′′Ol／02   22   F   12  ＋   有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  

32  2006／01／06   68   M   23  ＋   無  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   無  

ウマ精肉、不明レバー  生  
33  2006／0レ′13   36   M   42  ＋   無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

34  2006／01／18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

35  2006／01／13   31   M   ‾T   

有  不明レバー ブタ肉 
43  

半生  
精、ヒツジ精肉  十分加熱   無  

36  2006／′0し／17   48   M   25  十   無  回答なし  無  

37  2（X）6／01／25   52   M   25  十   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了   

38  2〔氾6／01／30   39   F   ＋   無  回答なし  無  

39  2∝）6／／01／30   25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  生  
40  2∝帽／02′／02   39   「   35  十   十   有   ウシレバー  半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  

41  2（X）6／ノ02／07   5了   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2006／02／07   40   F   ＋   ＋   十   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006ノ／02／17   39   M   28  ＋   イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  
44  （J2006／02／20 ＿＿▲   58   M   22  ＋   無  ヒンジ精肉   十分加熱  無  

45  2006ノノノ02／21   45   M   30  ＋   無  ウシ精肉  半生  
ブタ精肉、ブタレバー、ヒンジ精肉  十分加熱  無  

46  2〔氾6／03／01   46   F   15  ＋   無  回答なし  無  

47  2（X略／03／01   50   F   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2（カ6／03／02   54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2∝I6／03／27   40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2（X）6／04／01   31   F   16  ＋  ヒツジ精肉   半生   無  

51  2（氾6ノ／04／04   30   F   14  ＋  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2（旧6／′04／′12   38   M   45  ＋   ＋   ＋  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精床  十分加熱  無  

53  2006／04／18   21   M   26  ＋   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2〔06／M／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  回答なし  無  

55  2（X）6′／04／26   46   M   19  ＋  ブタレバー   半生   無  

56  2（旧6／05／18   62   M   27  ＋  ヒツジレバー   十分加熱  無  

57  2〔抑6／07／07   17   M   33  ＋  ／  回答なし  無  

58  2006／07／11   34   F   10  ＋  回答なし  無  

59  2006／0了／12   21   F   27  ＋  回答なし  無  

60  2（泊6／0了／22   49   M   46  ＋  十  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  無  



ALT  HEV抗体  HEV  
No．  採血日   RNA   

喫食歴調査  
年齢  性別   （lU／し）  

遡及対象  
供給製剤   

受血者情報  

IgM   IgG  ※1                     肉の種類   

61  2（カ6／08／01   62   M   18  ＋  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

62  2（抑6／09／06   44   F   14  ＋  ／  喫食歴なし  無  

63  2（カ6／09／29   68   M   15  ＋  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

64  2（氾6／10／21   29   M   22  ＋   ／  不明  無  

65  2（カ6／11／19   48   M   58  十  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

66  2（刀6／11／23   54   M   18  ＋  回答なし  無  

6了  2006／12／01   43   M   55  ＋   ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

68  2∝帽／12／04   60   M   46  ＋   ＋   ＋  ／  ウシ精肉   十分加熱  無  

69  2∝16／12／04   47   M   40  ＋   ＋   ＋  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  無  

70  2（刀了／03ノ01   33   M   41  十  ウシレバー   生   無  

71  2（氾7／03／15   42   M   32  ＋   ＋  ブタレバー、ブタホルモン   半生   無  

72  2（旧7／03／27   55   M   30  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

73  2007／04／07   22   F   9  
十   ユッケ  生  

ウシホルモン、ヒツジホルモン  十分加熱  無  

74  2（カ7／05／16   47   F   15  ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

了5  2∝け／05／18   40   F   2了  ＋   ＋   ＋  ブタ生ハム（自家製）   半生   無  

76  N2007／05／30   33   M   26  十   十  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

77  2（旧7／06／22   38   M   20  十  ウシ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

78  2007／06／25   45   M   37  ＋   ＋   ＋   ブタ精肉  十分加熱 生  無  
ヒツジ精肉  半  

79  2〔抑7／06／27   37   M   18  ＋  ブタ精肉   十分加熱  無  

80  2007／07／24   57   M   24  ＋  ／  喫食歴なし  無  

81  2〔旧7／07／29   37   M   48  ＋   不明レバー、ブタホルモン  十分加熱   無  
不明レバー、ブタホルモン  半生  

82  2〔抑7／07／31   48   M   30  ＋  ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  無  

83  2∝17／08／01   48   M   33  ＋   ブタ精肉  十分加熱   無  
ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  

84  2〔旧7／08／04   53   M   28  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱   無  
ヒツジ精肉  半生  

85  2〔沿7／08／26   50   M   60  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱 生  無  
ウシ精肉  

86  2007／09／05   41   M   29  ＋  喫食歴なし  無  

87  2007／09／18   41   M   23  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン  半生   無  

88  2〔旧7／09／21   57   M   19  ＋   ／  ブタホルモン   十分加熱  無  

89  2（追7／10／03   59   M   39  ＋  ブタレバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

90  2（追7／10／03   19   M   40  十  喫食歴なし  無  



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   該当  喫食歴調査  

年齢  性別  ALT （IU／L）  
遡及対象  
供給製剤   受血者情報  

1gM   IgG  RNA   

91  2（X）7ノ10／09   35   M   19  ＋  ブタ精肉   十分加熱  無  

92  2（泊7′ノノ10／18   30   M   31  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

93  2（追7／11／16   24   M   5  ＋  不明  無  

94  2（刀7／11／16   54   M   22  ＋   十   ／  ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  無  

95  2007／11／16   45   M   47  十  ブタ精肉  十分加熱   無  
ブタレバー  半生  

／  

96  2（氾7′′11／19   58   M   13  ＋  レバー、ホルモン   不明   無  

97  2（X）7／11′／19   24   M   46  ＋  不明  無  

98  2（刀7／11／24   36   M   25  ＋   ／  不明  無  

99  2（抑7／11／′29   42   M   21  ＋   ＋  不明  無  

100  2（X）7／′11／30   31   M   42  ＋   ＋   ＋  レバー   不明   無  

101  2〔旧8／01ノ／08   35   M   36  十  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

102  2（船8／01／′17   48   F   13  十   十   十   ブタホルモン、シカ精肉  十分加熱   無  
ウシ精肉  半生  

103  2∝〉8／01／29   57   M   22  十  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  無  

104  2〔旧8／02／04   31   M   47  ＋   ＋   十  不明  無  

105  ピ2008／02／06   57   M   20  十  ブタホルモン   十分加熱  無  

10モ；  2（氾8／′02／13   42   M   35  ＋   ／  不明レバー   十分加熱  無  

107  2〔旧8／02／13   60   M   37  ＋   ＋   ＋  不明  無  

108  2008／′03／11   30   M   21  十  不明  

109  2〔泊8／03／25   34   F   26  ＋  噴食歴なし  無  

110  2〔旧8／03／26   32   M   41  ＋   ＋   ＋  ／  ブタ精肉、ウシ精肉   十分加熱  無  

2008／03／29   54   M   26  十  ブタ精肉   十分加熱  無  

112  2〔氾8／03／30   19   F   9  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

113  2∝嶋／04／16   48   M   13  ＋  不明  無  

114  2008／05／12   33   M   12  ＋  ブタ精肉、ブタホルモン   半生   無  

115  2〔旧B／05／28   39   F   29  ＋  ／  不明  無  

‖6  2（X）8／05／28   47   M   46  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容  
05年1月1日～05年10月31日「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レバーの喫食歴」   
05年11月1日～06年03月31日：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了   



事  務  連  絡  

平成20年6月25F］  

日本赤十字社血液事業本都 御中  

薬事・食品衛牛審議会血液事業部会各務局  

厚生労働省医薬食品局血液対策課  

血液製剤に関する報告事項について   

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。   

さて、標記につきましては、平成20年4月24日付け血安第155引こて  

貴社から報告を頂いたところですが、平成20年7月15日（火）に平成20  

年度第2回血液事業部会運営委員会が開催されますので、卜記の事項について  

資料を作成いただき、平成20年6月27日（金）までに当事務局あて御提出  

いただきますようお願いします。記の13については、平成20年5月21日  

開催平成20年度第1回血液事業部会運営委員会捏け1資料を更新のうえ、再度  

御提出ください。   

なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ  

れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報  

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。  

‖●lL  

l．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ   

ば、その旨。   

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でfiBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型   

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、 残る8人の供血者のその後の   

検査結果し来訪がなければ、その旨 

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検  
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査結果こ〕来訪がなければ、その旨。、  

5．、n戒17隼2ノj4F＝」▲けで報1t「された輸血川IilL液製剤で1IfうV（I川棚干炎   

ウイルス）感染が疑われる剰抑こついて、残る1人の供血者のそぴ）後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

6．、首成17隼6JJ23‖付け■ご報告された輸血用血液製剤でIltミV（f川－！肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人のイ則1．者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

7．、n成18隼4JJ7‖付けで幸腔fされた輸血仙山＿液製剤でIIHV（R型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る～）人の供血者のその彼の検杏   

結果。来訪がなければ、そ〃）旨。   

8．平成18年6ノj5＝付けで報告された輸血川血液製剤でIItミV（lリ型日干炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、 タ支る2人の供血甘のその後の検杏   

結果。来訪がなければ、その旨。   

針．平成19隼2月20L」付けで報てIfされた輸血用血液製剤でrltうV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残るl人の供血者のその後の検   

査結火。来訪がなければ、その日。   

10．平成20牛1月23‖付けで報てtiされた輸血川血液製剤で11tミV（H型   

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る28人の供血者のその後   

の検査結果こ〕来訪がなければ、その旨し、   

11．平成20年2Jj8日付けで報告された輸血用血液製剤でl丁ⅠうV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる仁椚夕11について、残る73人の供血者のその後の   

検査結果。来訪がなければ、その旨。   

12．、n成1針隼2Jj15l】報吾、3月81けナけで追加報告された輸血片＝flL破   

裂剤でl‡CV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人   

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。，   

13．試行的tItミV20ブ．ルN＾Tについて、その後の凋査実施状況。  
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血安第 2 4 2 号  

平成20年6f】27L】  

悍生労働省医薬食品局血根対策課良様  

日本赤十字社   

血液事業本部長   

血液製剤に関する報告事項について（回答）   

平成20年6月25日付事務連絡によりご依頼♂）ありました標記の件については、下  

記により回答いたします 

記  

1．平成15年9月5f1付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑われる   

事例について、残る2人の供血者のその後グ）検査結果。．来訪がなければ、その旨 

⇒ 残る2人のその後の来訪なし．（8牽．中6名が来所、検査は全て陰一性）  

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検査結果二．来．妨   

がなければ、その旨 

⇒ 残る5人のそ♂）後の来訪なし。．（37名中32名が来所、検査は全て陰性）  

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウ   

イルス）感染が疑われる事例について、残る8人の供血者のその後の検査結果＝．束   

訪がなければ、その旨 

⇒ 残る8人のその後の来訪なし〕（48名中40名が来所、検査は全て陰惟）  

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検査結果▲．来訪   

がなければ、その旨〕   

⇒ 残る4人のその後の来訪なし。．（16名中12名が来所、検査は全て陰性）  

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイル   

ス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査結果，′ 来訪が   

なければ、その旨 

⇒ 残る1人のその後の来訪なしっ（追跡調査対象の4名中3名が来所、HBV－DNAは   

全て陰性〕1名はrlBc抗体がEIA法のみ陽性HI法陰性、そU）他の者は全て陰件）  
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6．、n成17牛6Jj2：j「川▲けで報11］二された輸血≠血減製剤で‖HV（lリ捌け炎ウイ  

／レス）感染が疑われる剰裾こついて、残る5人の供血者のその後の検査結果来訪   

がなければ、そ〝）旨   

⇒ 残る5人のそ〝）後の来訪なし（20名中15名が来所、検査は全て陰卜′圭）  

7，、和k18年4JJ7＝付けで報告された輸血川血液製剤で】lfiV（廿里肝炎ウイル   

ス）感染が疑われる事例に／）いて、残る9人げ）供血者のその彼の検奄結果．来訪が   

なければ、その旨 

⇒ 残る9人〃）その後の来訪なし‥（53手′．申44名が束所、HBトり＼Aは全て陰性－  

2今′，は川うc抗体及び川k抗体陽性、ト名ほHBs抗体のみ陽性、その他のネは令て  

陰件）  

8，平成18年6ノ」5廿付けで報吾された輸血川血液製捕りでtlflV（1う型肝炎ウイ／レ   

ス）感染が疑われる事例について、積る2人の供血者V）そ〝）後の検査結果来訪が   

なければ、その旨 

⇒ 残ろ2人〝）その後の来訪なし（29肴’，【f－27キ′，が来所、川ミlJONAは仝て陰性 

2名に‖旧（－抗体及びHBs抗体陽件、l名は111is抗体び）み陽性、その他の者は全て  

陰惟）  

9．、丁ろ成］！）隼2I」2（H廿付けで報告された輸血用血液製剤でIIHV（Lミ型肝炎ウイ   

′レス）感染が疑われる車例について、残ろ1人の供血者（ハその後び）検査結果，束訪   

がなければ、その旨   

⇒ 残るl人のそぴ）後の来訪なし．（3名車2名が来所、検査は全て陰件）  

10．、杵成20隼1＝23「†付けで報Hされた輸血用血液製剤でtlfうV（Li型肝炎ウイ  

′レス）感染が疑われろ事例に／）いて、残る28人の供1fIL者げ）その後の検奄結果来  

訪がなければ、その旨  

⇒ 11人がそゾ）後献血に協力頂き、検査は陰性．残る17人の来訪なし（37  

㌢－中20手′，が来所、址肝ⅧNAは全て陰件2名はHfミH抗体のみ陽性、その他の  

者は全て陰性）  

なお、）当該悪者の川Ⅳ－t）NAが陽転化する前に輸血に使用された血液の供血者  

は24人であり、14人がその後献1flLに協ノ」いただき、検査は陰伸残る10  

人の来訪なし（2⊥1γ，中14今′，が来所、H汀－1）＼Aは仝て陰件2名に‖1B石抗体  

〝）み陽什、その他の者は仝て陰什）  

11．、1そ成20隼2＝8＝付けで報質された輸血用血滅懲捕りでⅠ＝うV（Fi彗里＝二炎ウイル   

ス）感染が疑われる事例について、残る73人の供血者のその後の検査結果来訪  

がなければ、そぴ）旨   

⇒：j4人がそ〝）後献血に協力いただき、検査は陰惟▲16人がその後再採1f11．に協  

力いただき、1人＊は「IA法でⅢk抗原及び川う（、抗体陽性、その他15人〝）検査  
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は陰性＿残ろ23人の来訪烏し（106㌢－中83名が東湖、川Ⅳ」）N∧ は仝てl塗  

什1名㌔はⅠ汁侶法で【tlh抗原及びl旧（、抗休暢昭、1名は川右・抗体及びI旧s杭休  

‡敬性、1キ′】はl廿h抗体のみ陽件、そ〝）他（ノ）者は仝て陰件）   

なお、、11該．む署び川Ik杭頗が陽転化十ろ前に輸血にイ掛川された血fイ如）供血せは  

56人であり、54人がそぴ）後献血立たは、再採rr両こ協ノノいただき、1人＊は1（川  

法でIllis抗原及び11【う（・抗体暢件、その他53人の検査は陰什．残る2人の来訪来  

し一、（56名車5ニ1名が来所、I＝汀」八Aは仝て陰性1名＊はftl〈法で111h抗原及  

び11B（、抗体陽件、1裾ま川う〔1抗体及び川k抗休陽性、1キ′】は川ミs抗体のみ陽件、  

そ〝）他の者は仝て陰性）  

＊叶採トロL時に巨IA法でIlfミH抗ノ京及び川う（1抗体陽性であ／）た1人に／）いては、－1う  

該献1rlL時においても巨Ⅰ八浸ミでIllis抗原及び川ミ（、抗体陽件であ／Jた  

12．、＋乙扇ご18隼2JJ15「1報㍗、3月8廿付けでj土用「†報告された輸血川血液製剤でTI   

CV（（漕抑壌ウイルス）感染が疑われる車イ州こついて、残るニj人の供血ネぴ）その   

後の検査結果来訪がなければ、そ〝）旨＿  

⇒ 残る3人び）そぴ）後び）来訪なし（81名車78名が来所、検査は全て陰性）  

i3．試子」イ山I†1V20プーー′レN∧rI、に／）いて、その後の調査実施状況 

＝⇒別紙び）とおり  
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、ト旬支2（「半7JJ15＝開催  
粟車・食品衛生審議会  

運営委冒会捉／1巨賢料  

別紙  

ト1本赤Iノ「什  

試行的HEV2OプールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試律′1勺＝EV′20プール＼ノ＼′11実施状況  

北海道赤卜′幸二血液センター管内  

朋査期間：、n成17年1fjlLl～平成20隼5月31日  

献血者数 l旧＼／－fくNA陽作  陽性率  

fI17．l～‖18．2●・■1   341，174  45  1／7，582  

II18．3～lI20．5■ニーご   600，796  71  1／8，462  

介計  941，970  116  1／8，120  

＊1北海道センターにてNA′「実施（Al」′1’高値、検査不合格検体も含む）  

＊2血柴分両センターにてN∧「r実施（∧Ⅰノ「Il高値、検査不合格検体は除く）  

2．tlt三＼／－R＼∧陽性献血者の内訳   

別添  
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別添  
2．HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間＝2005年1月1日～2008年5月31El  

HEV抗体  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／L）  HEV RNA  問診 該当  喫食歴調査  遡及対象  

供給製剤   受血者情報  
IgM   IgG  ※1                     肉の種類   

2005／01／04   32   M   57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2  2005／02／07   38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13   41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2（刀5／03／25   65   F   17  ＋   無  回答なし  無  

5  2∝〉5／03／27   26   M   38  十   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2〔旧5／04／10   54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2〔旧5／04／15   59   F   16  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  2〔泊5／04／15   35   F   16  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 シレバ 半生  
ウー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

9  2∝〉5／朗／20   25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉 シルモン 半生  
ウホ、ヒツジ精肉  十分加熱  有  感染なし   

10  2005／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2〔旧5／06／07   42   M   24  十   十   ＋   無  ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2（カ5／06／22   51   M   52  ＋   無  回答なし  無  

13  2〔旧5／07／03   58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／07／05   22   M   23  十  ＋   無  回答なし  無  

15   2（氾5／07／05  38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  02005／07／13   24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ精肉  生  
17  2005／09／02   33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 ウシレバ 半生  
ー、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

19  2005／09／20   42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17．11．1運営委員会報告済み）   

20  2005／09／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

21  2005／10／21   41   M   12  ＋   無  回答なし  無  

22  2005／10／25   44   F   38  ＋   ＋   十   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2（旧5／11／07   30   F   21  ＋   半生  無  ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  
24  2005／11／07   31   F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2（氾5／11／20   28   M   47  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウマ精肉 ブタホルモン 生  
、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱   無  

26  2（X）5／11／29   35   F   333  ＋   十   ＋   有  回答なし  無  

27  2（X〉5／12／13   42   M   30  ＋   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  
有   不明レバー、ブタ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13   30   M   ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  HEV感染（H18．01．26運営委員会報告済み〉   

29  2005／12／22   62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27   42   F   14  ＋   無  回答なし  無  

‾●l  



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT 〈ル／ノL）  該当  喫食歴調査  遡及対象  

供給製剤   受血者情報  
IgM   IgG  

RNA   
※1                     肉の種類   

31  2∝）6′／01／′02   22   「   12  ＋   有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  

32  2006／01／06   68   M   23  ＋   無  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   無  

ウマ精肉、不明レバー  生  
33  2006／01／13   36   M   42  ＋   無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

34  2006／01／18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

35  2006／01／13   31   M   43  十   有  不明レバー ブ肉 半生  
タ精、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

36  2006′／01／17   48   M   25  十   無  回答なし  無  

37  2（X）6／01／25   52   M   25  十   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了   

38  2006′0レ30   39   F   22  十   無  回答なし  無  

39  2006／01／30   25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  生  
40  2（X）6／02／02   39   F   35  十   ＋   有   ウシレバー  半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  

41  2〔旧6／02／07   57   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2006／02／07   40   F   172  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02′′17   39   M   28  十   イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  
44  ■ゝ2006／02／20 ＿－▲   58   M   22  十   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006／02′／21   45   M   30  十   無  ウシ精肉  半生  
ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

46  2（旧6／03／01   46   F   15  十   無  回答なし  無  

47  2（X〉6／ノ03／01   50   F   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2〔旧6／03／02   54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2006ノ／03／27   40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2（X）6／′04ノ／′Ol   31   F   16  十  ヒツジ精肉   半生   無  

51  2〔D6／糾／04   30   F   14  十  ／  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2〔旧6／04／12   38   M   45  ＋   ＋   ＋  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  2008ノ■／0‘讐／柑   21   M   2（ヲ  
＋   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  

ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2〔氾6／糾／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  回答なし  無  

55  2（X）6／04／26   46   M   19  ＋  ／  ブタレバー   半生   無  

56  2（X）6／05′′′18   62   M   27  十  ヒツジレバー   十分加熱  無  

57  2〔追6／07／07   17   M   33  十  回答なし  無  

58  2（X）6／07／11   34   「   10  ＋  回答なし  無  

59  2（X）6／07′／12   21   F   27  ＋  ／  回答なし  無  

60  2（X帽／07／22   49   M   46  ＋  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  無  



HEV抗体  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／L）  HEV RNA  問診 該当  喫食歴調査  遡及対象  

供給製剤   
受血者情報  

IgM   lgG  ※1                     肉の種類   食べ方   

91  2〔沿7′′′10／09   35   M   19  ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

92  2（X）7／10／18   30   M   31  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

93  2（X）7／11／16   24   M   5  ＋  不明  無  

94  2（泊7ノ′′11／16   54   M   22  ＋   十   ／  ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  無  

95  2∝）7／11′／16   45   M   47  ＋   ブタ精肉  十分加熱   無  
ブタレバー  

／  
半生  

96  2（旧7′／11／19   58   M   13  十  レバー、ホルモン   不明   無  

97  2（氾7′／11／19   24   M   46  ＋  不明  無  

98  2007／11ノノ24   36   M   25  ＋   ／  不明  無  

99  2007／11／29   42   M   21  ＋   ＋  不明  無  

100  2（氾7／‘11／30   31   M   42  十   十   ＋  レバー   不明   無  

101  2（X）8／01／ノ08   35   M   36  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

102  2（氾8／01／17   48   ■F   13  十   ＋   ＋   ブタホルモン、シカ精肉  十分加熱   無  
ウシ精肉  半生  

103  2∝幅／0しノ29   57   M   22  ＋  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  無  

104  2（X）8／02／04   31   M   47  ＋   ＋   ＋  不明  無  

105  畠2008／02′′06   57   M   20  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

106  2〔の8／02／13   42   M   35  ＋   ／  不明レバー   十分加熱  無  

107  2（X）8／02／13   60   M   37  ＋   ＋   ＋  不明  無  

108  2〔沿8′／03／11   30   M   ＋  不明  無  

109  2（X）8／03／25   34   F   26  ＋  喫食歴なし  無  

110  2〔旧8／03′／26   32   M   41  ＋   ＋   ＋  ／  ブタ精肉、ウシ精肉   十分加熱  無  

111  2（X）8／03／29   54   M   26  ＋  ブタ精肉   十分加熱  無  

112  2〔旧8／03／′30   19   F   9  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

113  2〔抑8／04／16   48   M   13  十  不明  無  

114  2008／05／12   33   M   12  ＋  ブタ精肉、ブタホルモン   半生   無  

115  2（X）8／05／28   39   F   29  ＋  不明  無  

116  2∝帽／05／′28   47   M   46  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容   
05年1月1日～05年10月31日：「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レバーの喫食歴」   
05年11月1日～06年03月3†日：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了   






